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fbadaspb darapab qdattk bpbadaumb bab dafdaumand
フバダスプブ(花名=「立派に交流する人」)は、地面では大きくまっすぐになるが、
小さくする方法は、風の多い家で水桶に入れる。華やかな家では小さいが。(枕詞一行)

bsba sbtttk bfb daqb daqaatb nabqaatb saab sb
決まりに従い国は集まる方向で、成長し支配した。自立的な国は古くない人を加え
スアアブ国とした。

daair tqdaqttb qbadafdaum dafaum sand dafdafabqaum
小さな場所に生まれた統治国は入り江の豊かな家になり、豊かな家の国土は
次々と豊かさが大きくなり古い希望となった。

baadar bqaatb bqaab aadasb sazi
まとまった農地は今後の国であり今後の人だった。アアダ国は纏める事ができた。

fdab babbada nadafttb aadar aattqb battb bftb sand
良い人々の領土は悪く、貧しくない国の幾らかの農地に生まれた人を加えた。
多くの国は新しい国の国土だった。

sbadar bfaadaum bab dapaattqaab nadafaab dafaab sar
成長した農地は新しい家の領土で、幾らか生まれただけで、
豊かではなかったが長期にボスはいた。

ここは Opch とすべきところですが、 opch となっているようです。

nadafba dabs badaum nadafbab b bfb aadazi
変革が無く人々が集まり、軒並み豊かでない領土だが、人は育ち幾らかの仕事をした。
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pbab dapaatb nadapaab dagaatb rdabab badaumdak bqttb
僅かな領土は多くの国だが人が多く無く、
隅の国は周りが小さな領土で軒並み強く古くないであった。

dafaadaum daum saaqab nadaqb nqdafaab nadaqaab nadaqbs
長期の家は家が色々揺れても支配せず、
長期でない人も自立的で無い人も支配無く集まった。

nadaqaadar daqaab nadafda bqdaum aadaqb aadaqb aadaumsazi
自立心の無い農地は自立的になり、しっかりしていない古い家は幾らか支配し、
幾らかの支配は所有家に可能性を集めた。

bfbada nadaqab daqaadasb
新しい約束で費用が要らないダクツツダ国だった。


